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１.当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第 1 四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策や日銀による金融緩和策の推進等を背景に緩

やかな回復基調で推移しました。しかしながら、英国のＥＵ離脱問題や新興国経済の景気減速懸念により、その先

行きは依然不透明な状況となっております。また、個人消費につきましても雇用・所得環境に改善が見られるもの

の、その回復には力強さを欠いております。 

そのような中、当社グループは基幹事業であるカー用品事業、ブライダル事業ともに厳しい環境下での経営を余

儀なくされました。 

その結果、当連結会計年度の売上高は 7,867 百万円（前年同期比 2.1%減）となり、営業損失につきましては 53

百万円（前年同期は 12 百万円の利益）、経常利益につきましては 22 百万円（前年同期比 76.0%減）、親会社株主に

帰属する当期純損失は法人税等 35 百万円を計上の結果、14 百万円（前年同期は 33 百万円の利益）となりました。 

なお、セグメント別の状況は下記の通りとなります。 

（カー用品事業）

車検やメンテナンス等のピットサービス部門及び自動車販売部門が堅調に推移し、売上高に寄与しました。しか

しながら、前会計年度の記録的な暖冬により、冬用タイヤの販売不振が夏用タイヤの履き替え需要を減少させたこ

とも影響し、前年同期に比べ減収減益となりました。 

（ブライダル事業） 

平成 28 年 3月に石川県金沢市にアルカンシエル金沢をグランドオープンし、8式場での営業となりましたが、販

売管理費の増加に加え、一部既存式場における施行組数及び施行単価が減少したことにより、前年同期と比べ減収

減益となりました。 

（建設不動産事業） 

保有物件の積極的な売却や収益性の高い建築工事に注力した結果、前年同期と比べ増収増益となりました。 

（その他の事業） 

平成28年2月に神奈川県藤沢市にコメダ珈琲1店舗をオープンし、コメダ珈琲4店舗が売上に寄与いたしました。

その結果、前年同期と比べ増収増益となりました。 

（２）財政状態に関する説明

当連結会計年度における総資産は 30,860 百万円となり、前連結会計年度末と比べ 1,139 百万円減少しました。

a. 流動資産

流動資産残高は、9,507 百万円（前連結会計年度末比 779 百万円減）となりました。主な減少要因は現金及び預

金の減少であります。 

b.固定資産

固定資産残高は、21,353 百万円（前連結会計年度末比 359 百万円減）となりました。主な減少要因は、建物及び

構築物の減少であります。 

c.流動負債

流動負債残高は、8,417 百万円（前連結会計年度末比 497 百万円減）となりました。主な減少要因は、未払消費

税等の減少であります。 

d.固定負債

固定負債残高は、8,595 百万円（前連結会計年度末比 381 百万円減）となりました。主な減少要因は、長期借入

金の減少であります。 
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e.純資産 

純資産残高は、13,847 百万円（前連結会計年度末比 260 百万円減）となりました。主な減少要因は、利益剰余金

の減少であります。 

自己資本比率は、44.9%となり前連結会計年度末比 0.8 ポイントの増加となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 29 年 3月期の通期の連結業績予想につきましては、平成 28 年 5 月 13 日の発表から変更はありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法

人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は、僅

少であります。 

 

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日。以下「回収

可能性適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間から適用しております。 

アイエーグループ㈱（7509）平成29年３月期　第１四半期決算短信

－3－



アイエーグループ㈱（7509）平成29年３月期　第１四半期決算短信

－4－



アイエーグループ㈱（7509）平成29年３月期　第１四半期決算短信

－5－



アイエーグループ㈱（7509）平成29年３月期　第１四半期決算短信

－6－



アイエーグループ㈱（7509）平成29年３月期　第１四半期決算短信

－7－



（３）四半期連結財務諸表に関する注記

　(継続企業の前提に関する注記)

　　　　　該当事項はありません。

　(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

　　　当社は、平成28年５月13日開催の取締役会決議に基づき、平成28年５月31日付で、自己株式1,900,000株の消却を実施いた

　　しました。この結果、当第１四半期連結累計期間において利益剰余金及び自己株式がそれぞれ1,157,695千円減少し、当第１四

　　半期連結会計期間末において利益剰余金が10,831,912千円、自己株式142,137千円となっております。

　(セグメント情報）

　　　　　　前第１四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

　　1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

カー用品 ブライダル 建設不動産
事業 事業 事業

 売上高
　外部顧客への売上高 4,846,735 2,686,750 406,733 7,940,219 96,153 8,036,373 　― 8,036,373

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

計 4,847,835 2,686,750 487,890 8,022,477 421,086 8,443,564 △ 407,190 8,036,373

 セグメント利益又は損失(△) 15,317 △ 791 24,839 39,365 △ 29,408 9,957 2,659 12,616

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業及び経理・総務代

　　　行業務等を含んでおります。

２．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　　　　該当事項はありません。

　　　　　　当第１四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

　　1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

カー用品 ブライダル 建設不動産
事業 事業 事業

 売上高
　外部顧客への売上高 4,686,226 2,638,692 435,268 7,760,186 107,688 7,867,874 　― 7,867,874

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

計 4,687,297 2,638,742 492,173 7,818,213 455,679 8,273,892 △ 406,017 7,867,874

 セグメント利益又は損失(△) △ 99,336 △ 26,828 54,204 △ 71,959 16,811 △ 55,148 2,126 △ 53,021

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業及び経理・総務代

　　　行業務等を含んでおります。

２．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　　2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　　　　該当事項はありません。

（単位：千円）

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額(注)3計

347,991

1,100 　― 81,157 82,257 324,933 407,190 △ 407,190 　―

（単位：千円）

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額(注)3

406,017 △ 406,017 　―

計

1,071 50 56,905 58,026
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